
新設 Cチーム企画はこのエチケットガイドを Creating Change Conference に許可を得て翻訳し紹介しています。

分科会の報告　　グランドルールなど

■歴史
1988 年にはじまって、今年で 31 回目。
第一回目は、アメリカ精神医学会に同性愛は病気
ではないと規定を改めた 1987 年の翌年。同じ会場
のホテルで 200 人程度の規模からスタートしたと
言われている。アメリカの都市を順番に回りなが
ら、毎年 1月末ぐらいに開催される。

■規模
・巨大なホテルを貸し切っての開催
・5日間
・約 5000 人来場
・200 以上の分科会（朝 9 時から夜 7 時までびっ
しり。長さは 1時間ぐらいが多い。）
・ショー、パーティ、上映会、ガラ、企業団体ブース、
クラフトスペース、アート
・参加費 400 ドル（学生などは半額）食べ物も食
べ放題なので、食費はかかりません。

■内容
・あらゆる LGBTQ 関連の実践、調査、研究、ワー
クショップ、当事者交流
・オープニングセッションと各分科会（1000 人
規模から 20 人規模まで様々）
・クロージングセレモニーと基調講演、各部門の
授賞式など
・デモ（平和的手法での政治的主張や議論歓迎）
★ウィメンズマーチも一緒にやってた。ワシント
ンはすごい規模。（2017 年）トランプ反対デモもやっ
てた。（2018 年）

■情報保障
・会場はバリアフリー
・手話通訳はろう者につく
・ステージが映し出されるステージ両サイドにあ
る大きな画面にはライブで字幕が出る。スペイ
ン語の訳もでる。

・メイン会場の後部にディスプレイがあり、音声
書き起こしソフトとそれの同時翻訳（スペイン
語）が出る。

■その他の配慮
・申し込み時にいろいろ聞かれる
・トイレのサインと啓発掲示物
・託児所
・HIV 無料検査・PrEP（HIV 暴露前予防投薬）説
明
・落ち着いて休める静かな部屋。積極的に話を聞
いてくれる人の配置。
・お祈りができる部屋、12 ステップの会
・高齢者、トランスジェンダー、若者、障害者、
有色人種のための部屋がそれぞれ用意されてい
る（無料の食事がでる）
・しっかりとしたグランドルールやエチケット
（Webでもご覧頂けます。）

　大会のプレ企画３では、Creating Change Conforence という全米最大の LGBTQ の全国
大会に参加した報告をさせていただきました。私がこの「セクシュアルマイノリティと医
療福祉教育を考える全国大会」を再開させたいと強く思うようになったきっかけでもあり
ます。これだけ急劇に LGBTQ の待遇が変わった社会は世界でも北アメリカが抜きんでてい
ると言えるでしょう。その背景には、黒人の市民権運動や女性参政権などシビルライツムー
ブメントに学び、全国で力強く展開した LGBTQ アクティビズムがありました。その中心に
もなったのが、この Creating Change Conforence なのです。
　今回は、プレ企画で紹介できなかった、プログラムに毎年掲載されてはアップデートさ
れていく、グランドルールやエチケットガイドラインについてご紹介します。イベント開
催やグループ運営で参考にしてもらえたらと思います。　　　　　　　　　　塩安九十九

とは？
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●この大会には二つの原則があります。
人権と団結です。セクシュアルハラスメントやあ
らゆる形の暴力は、そのふたつに対する脅威です。
嫌がらせ、暴力、偏狭さは、恐怖や羞恥、不快感
を生みます。それらはひとりの人から他者への力
関係や優位性の表出です。時には、私たちの意識
していない言動でさえ他者に不快感を与えること
があります。

　性的嫌がらせは、性的暴力です。性的嫌がらせ
や性暴力はあらゆる望まない性的な事柄など下記
が含まれます。
　・容姿や個人生活について言及すること
　・望まれていないナンパや口説き
　・攻撃的な文章、落書きや貶めるような写真など
の視覚的な描写

　・本人の許可なく体に触れること
　・望まれていない性的な要求、プレッシャー、誘い、
性行動の依頼

　・個人の体型や服装についてのあからさまなコメ
ント

　・性的な暴言、誹謗中傷
　・性的な接待で見返りをえること、性的接待を拒
否したことで見返りを与えないこと

　・性的暴行、レイプ、性暴力

　多くの参加者が大会中に、ネットワーキングを
したり、性的な関係を持ったりする。もしあなた
がセックスをしようとしているなら、私たちは合
意形成が最重要だと言いたい。安全に楽しんでく
ださい！

●私たちは、素晴らしく多様な LGBTQ とアライが
性的指向、性自認、性表現の多様な在り方が歓迎
される場所であるこの大会に参加しており、そう
したイベントを主催していることを誇らしく思っ
ています。LGBTQ、アライ、家族などすべての人

がこの場に歓迎されていて肯定されていることを
確かなものにするためには、個々人に責任があり
ます。

●すべての参加者がこの大会の家族のように感じ、
安心し安全を感じる空間にするために、ご協力く
ださり、ありがとうございます。もし性的暴力や
嫌がらせ、脅威を感じることがあれば、受付やロ
ビー階にいる大会実行委員までお知らせください。

積極的な参加姿勢を呼び掛けるガイドライン

1、開かれた正直なやり取り
2、全力で参加する
3、自分の体験から語る
4、丁寧に聴く、理解しようとする、もし同意で
きなければより熱心に聞く

5、間を取る、体験を共有するように他者を促す
6、完全にそこに存在するよう意識する
7、新しかったり違ったりする意見に対して耳を
傾ける

8、善意として受け取る、意図しないインパクト
を探求する

9、リスクと取る、不快感に身を投じてみる、関
わるために勇敢になる

10、守秘義務を守り、維持する
11、自分がいるグループで何が起こっているか
に気づき、描写する

12、自分のトリガーに気づく、もし引っかかっ
た場合それを共有する

13、対話は、深いレベルの理解と受容をもたら
すことを信じる

14、関わり、積極的になり、この機会を楽しもう！

creating change グランドルール
「ポジティブな環境を作ること」

この大会は、LGBTQ コミュニティとアライのためにポジティブな環境を作ることを表明します。
より強いムーブメントを築くために、参加者の皆さんには、ここで多くのことを学び、全米から集
まる素晴らしい人々に会い、語り合い、互いにつながっていってほしいと思っています。お互いに
尊厳を保ち、積極的な場を保つためにすべての人に下記のことを覚えておいてほしいです。

creating change グランドルール
「ポジティブな環境を作ること」
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●性別人称

・その人が意図している性別表現に気を配ってくだ
さい。しかし外見からはその人の性自認は分から
ないことも忘れてはなりません。誰かの性自認を
身体や声行動から知ることはできません。

・性別を示す言葉を使う前に「どの性別人称を使い
ますか ?」「あなたはどういうアイデンティティ
ですか ?」などと丁寧な言い方でたずねましょう。
もしそうしたことを聞く時間がない場合は、その
人の名前あるいは性別を使わない呼び方で、例え
ば「赤いシャツを着ている人」など女性・男性を
使わないようにしましょう。

・その人が呼んで欲しい名前で呼び、その人の望む
性別人称でその人に使いましょう。

・人の性別は変わるかもしれません。もし前会った
ことがある人で前と違う性別表現をしている場
合、その人に性別人称について丁寧に尋ねてみま
しょう。

・もし誰かの性別人称を間違った時は、シンプルに
訂正して次にいきましょう。間違いを正当化しよ
うとしたり、しつこく謝ることはやめましょう。

●インクルーシブなトイレ

・トランスジェンダーの人たちのニーズとして
「ジェンダー包括トイレ」があります。この大会
では教育的なポスターとともに設置しています。

・多くトランスジェンダーの人たちは、トイレで大
変不快な目に会うことからはじまり、逮捕や死に
至るケースさえもあります。あなたがどのトイレ
にいるかにかかわらず、すべての人が安心してト
イレが出来るように配慮してください。どのトイ
レを使うかは各自の判断に委ねられています。

・ホテルのトイレのように、公共のトイレへのアク
セスについてアメリカ各地で政治的議論が起こっ
ています。「ジェンダー包括トイレ」は、誰もが
性表現を監視されることなくトイレを使える環境
を支援するものです。

トランスジェンダー／既存のジェンダー
規範にはまらない人に対するエチケット

　全ての参加者の態度や振る舞いによって、トランスジェンダーの人たちやノンコフィンフォーミ
ングの人たちが自分たちもこの大会参加者の一員だ感じられるように、下記のことを読んで行動し
てください。

　トランスジェンダーの人たちのニーズや話に耳を傾けてください。しかし彼らのプライバシーや境界
線を尊重してください。他の人に聞かないような質問をしないでください。他人の性自認や性表現を思
い込みで判断しないでください。どのように彼らが呼ばれたいかを尊重してください。
　
　本、インターネット、トランスジェンダーがテーマのワークショップなどを通じて、自分で勉強しま
しょう。トランス嫌悪の状況に対して適切に対応できるように、強力なアライになってください。トラ
ンスの人々から、そしてトランスの人々と共に学ぶアライは、トランスジェンダームーブメントを成功
させるために、非常に重要な存在です。

トランスジェンダー／既存のジェンダー
規範にはまらない人に対するエチケット
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　1990年、黒人のバイセクシュアル理論家であり詩人の、ジェー
ン・ジョーダンはバイセクシュアルムーブメントをこう呼んだ。
「すべての正義のための葛藤、すべての平等のための葛藤、す
べての自由のための葛藤のために捧げる、心と正直な体に基づ
いた 21 世紀になすべき革命的アメリカ人の義務。」

　バイセクシュアルの歴史は、私たちと同じぐらい頻繁にアイ
デンティティが消されてきた歴史だ。バイセクシュアルについ
て、ジョーダンや他の人がやってきたように政治理論や文化的
な功績がある。それらは社会的平等の文脈で独自の視点を主張
してきたし、性的指向を私たちの政治分析の中心に据えて来た。

　もうひとつの重要なバイセクシュアルコミュニティの視点
は、人々が良く使われるこの、パンセクシュアル、流動的、クィ
ア、マルチセクシュアル、ノンモノセクシュアル、オムニセク
シュアル、ポリーセクシュアルといった、バイスペクトラムの
中で、どのように異なるアイデンティティのラベルを持ってき
たかという点だ。実際、こうしたラベルと望まない人もいる。
また、地域、世代、文化背景、人種などにも左右される。バイ
セクシュアルという言葉は、政治的アイデンティティとしても、
LGBTQ コミュニティ内での Bという立場としてもどちらにも使
われることがある。

　バイセクシュアルコミュニティを支援するための、
　すべきこと・してはいけないこと

バイセクシュアルについてオープンに支援的であることは、こ
の大会を全員がそのままの自分で参加できる場にすることに貢
献できる。下記が LGBTQ コミュニティ内でバイセクシュアル
のアライであるためにできることだ。

・「ゲイの人権」や「同性婚」という言葉ではなく、「平等な権利」
や「結婚の平等」などの包括的な言葉を使う。

・バイセクシュアルの否定的なステレオタイプに疑問を投げか
ける。

・バイセクシュアルはよく、不可視化されたり、非合法と見な
されることを認識する。彼らは何度もカムアウトせねばな

らず、時には同じ人にカムアウトすることさえある。

・プライバシーと境界線を尊重する。質問する前に少し思いと
どまり、その質問の背後にある思い込みに気づく。

・バイセクシュアルの人々も、就職、健康、結婚、移民、親権、
子どもの養育権や養子手続きなどで、ゲイやレズビアンと
同じように差別や障害に直面することがあると認識するこ
と。

・自分の持っている「バイセクシュアル特権」という思い込み
に疑問を抱く。調査では、バイセクシュアルはゲイやレズ
ビアンなどと比べてより強いスティグマに見舞われている
結果がでており、それを認識する。

・バイセクシュアルの人々は、全ての性的指向の中で最も性的
暴力に晒されている割合が高いこと、貧困率が高いこと、
また、ゲイやレズビアンと比べると精神・身体的健康に格
差があることを認識する。

・トランスジェンダーのバイセクシュアルは、バイ嫌悪とトラ
ンス嫌悪のどちらもを経験する。生涯に渡って、暴力に晒
されたり、貧困、不健康である割合が高いことを忘れない
こと。

・恋愛の関係性は、セクシュアリティとは独立していると認識
すること。すべての関係性、モノガマスであれ、ポリガマ
スであれ、あらゆる関係性に肯定的であるように。

・トランスジェンダーやジェンダーノンコンフォーミングの人
や、そのパートナーは、バイセクシュアルのラベルを捨て
て他の名前を名乗るべきだと主張しないこと。

・トランス嫌悪やトランスを包括的に考えない人がバイセク
シュアルのラベルを使うと思い込まないこと。それは、ト
ランスの人でバイセクシュアルの人を消すことになるため。

・誰かのセクシュアリティを完全に理解できないこともある、
ということを受容すること。わからなくても大丈夫。

バイセクシュアル／パンセクシュアル
流動的な人に対するエチケットガイド

” バイセクシュアルは全体的に流動的なアイデンティティだ。バイセクシュアルが二元論的だとか、男女二人の恋人を持つだとか、
そういう性質だと決めつけてはいけない。言い換えるなら、私たちが二つの側面を持つとか、人として満たされるために同時に二
つの性に関係を持つに違いないとかは、思い込みだ。性別がふたつだけと思い込むな。混乱や無責任さのために私たちの流動性を
誤解するな。乱交や不倫や危険なセックスとバイセクシュアルを同一視するな。それらの人の特性は、全ての性的指向で存在する。
セクシュアリティが何かだからと言って、決めつけられることなど何もない。”

　「バイセクシュアル・マニュフェスト」（1990）ベイエリア・バイセクシュアルネットワーク全国誌　「anything that moves」より

バイセクシュアル／パンセクシュアル
流動的な人に対するエチケットガイド
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●エイセクシャル

・性的な指向を持たない／少ないこと、あるいは性的な接触の
欲望がない／少ないことと定義されています。

・エイセクシュアルの厳密な定義に沿っていない人だとしても、
その他の性的指向と比べてエイセクシュアル的な感覚や経験
を持っているという人もいます。

・それぞれのエイセクシャルの人たちは、性的興奮、魅力の感
じ方、関係性の作り方などについて、それぞれ違った風に経
験しており、エイセクシャルコミュニティには本当に多種多
様な在り方があります。

・エイセクシャルのスペクトラムに沿った彼らのアイデンティ
ティに基づいて誰かの行動や生理学を結論づける事は不可能
です。

・エイセクシャルのスペクトラムには多くの追加のアイデンティ
ティがあります。グレイセクシャルやデミセクシャルです。

●グレイセクシャル
　エイセクシャルとセクシャルの間と言うことです。とても低い
あるいは頻繁ではない性的魅力、性的欲求かもしれないし、行動
に起こすほどでもないかもしれないし、あるいは特定の状況のみ
性的なことを感じるなど、様々です。

●デミセクシャル
　強い感情的なつながりを持つ前に、性的な欲求を持ちません。
例えばロマンチックあるいは、クィアプラトニックな関係を持っ
てから、性的な魅力を感じるというものです。

●恋愛的指向（ロマンティックオリエンテーション）
　エイセクシュアルの多くの人たちが、恋愛感情を持っていると
自認しています。他者にロマンティックな魅力を感じるというこ
とです。これは、性的な欲望とは違うものです。性的な欲望がな
くても、ロマンチックな感情を持っている人もいるということで
す。例えば、バイロマンティック、ヘテロロマンティック、ホモ
ロマンティック、パンロマンティックなどと言います。多くの人
の場合、例えばバイセクシュアルならば、男女にロマンチックな
魅力と性的な魅力を感じると言ったように一致していますが、異
なることもあり得ます。

●エイロマンティック
　恋愛感情を持たない、持ちたいという欲望が少ないことを言い
ます。これもエイセクシュアルと同じように、幅広いスペクトラ
ムになっていて、様々なレベルの恋愛感情があり、グレイロマン
ティック、デミロマンティックなどもあります。エイロマンティッ
クの人たちは、LGB など性的指向を持った上で、自称する人もい
れば、単にエイロマンティックと自認する人もいます。

  すべきこと

・エイセクシャルやエイセクシャリティが存在すること、そし
てそれらは頻繁にないものにされたり、正当なアイデンティ
ティとみなされないことがあることを知る。

・性的指向について話すときエイセクシャリティも含めること。

・エイセクシャルやエイロマンティックの人々の否定的なステ
レオタイプに疑問を持つこと。

・「セックスや恋愛関係は全ての人にとって本質的に良いものだ」
とか「セックスと恋愛は常に共にあるべきだ」という考えを
疑う。

・エイセクシャルやエイロマンティックの人たちは、その他の
クィアなアイデンティティとよく重複していることを認識す
る。

・エイセクシャルの人そしてエイロマンティックの人々の親密
な関係や彼らの関係性を構築するやり方は様々で重要であり、
たとえセックスやロマンスを含めないとしてもそのあり方を
尊重すること。

  すべきでないこと

・エイロマンティックの人は感情がない、または愛することがで
きないと思い込むこと。（エイロマンティックの人たちは感情
豊かに生きており、恋愛関係ではない他者との深いつながり
を持っている。）

・エイセクシャリティと禁欲主義を混同すること。禁欲主義は行
動であり、セクシャリティは性的指向。

・エイセクシャリティやエイロマンティックが本当の性的指向か
どうか疑問を持つこと。

・エイセクシャルの人が異性愛者であると思い込むこと。

・エイセクシャルの人にマスターベーションをするかどうか聞く
こと。

・エイセクシャルの人たちに他の人に聞かないような、性的な活
動や性経験について聞くこと。

・「あなたは単にいい人にめぐり合ってないだけだ」または LGBT
であることを隠しているだけだ」と言うこと。

　エイセクシャルを調べた調査では全体の 3 分の 1 がトランス
ジェンダー、ノンコンフォーミング、ノンバイナリー、エイジェ
ンダー、ジェンダークィアの人たちだった。また、51％がエイ
ロマンティックスペクトラム上にいるとされ、38％がバイロマ
ンティックまたはパンロマンティックだった。

エイセクシュアル／エイロマンティック
スペクトラムの人に対するエチケット

　エイセクシャルやエイロマンティックスペクトラムのエチケットや包括性について学ぶため時間をとってくださり、
ありがとうございます。エイセクシャルやエイロマンティックをないものとしたり、不可視化する風潮は残念なこと
にまだまだあります。しかし私たちはこの状況を変えるために頑張っています。下記にあなたができるサポートや支
援についてあげています。このエチケットガイドを読むことによって、共にエイセクシュアルコミュニティを支援し
ていきましょう。

エイセクシュアル／エイロマンティック
スペクトラムの人に対するエチケット



新設 Cチーム企画はこのエチケットガイドを Creating Change Conference に許可を得て翻訳し紹介しています。

・使ってはいけない差別的言葉がある。障害者同士でそ
の言葉を使っていたとしても、健常者が使ってはいけ
ない。LGBTQ コミュニティで使われるオカマやクィ
アと同じ。

・障害とともに生きている人は、その存在が私たちを「勇
気づけるもの」でも「憐れなもの」でもどちらでもない。
障害は身近なものだ。

・誰かを助ける前に、助けが必要か聞くこと。

・ガイド犬などを使っている人に会っても、勝手に犬を
なでたり餌をあげたり、いかなる形であっても関与す
べきではない。その存在に言及しないことによって、
その人が自立して大会に参加していることを支援しよ
う。

・誰にでもわかるように、適度な声の大きさ、速さで話
そう。積極的に耳を傾け、質問をしよう。

・通訳を通じて話す場合、通訳に向かってではなく、本
人にむかって話しかけること。

・多くの障害を持つ人が大会に参加している。障害は、
学び方、理解の仕方、コミュニケーションの仕方に影
響を及ぼす。自分と違う方法で学び、理解し、コミュ
ニケーションをする人に対して寛容さや忍耐力を持つ
こと。障害があるからと言って勝手な思い込みを持た
ないこと。コミュニケーションが難しい場合、書いた
り、やってみせたりして、別の方法を試そう。

・フラッシュライトはてんかんやその他の状態の人のト
リガーになる可能性がある。公の場でのカメラフラッ
シュの使用は避けること。

・会場は前方、後方ともに障害者の人のためのスペース
が用意されている。必要に応じて移動ができるように
心がけておくこと。

・スムーズな会場移動を確保するため、廊下でたむろし
たり立ち止まって交通のさまたげになるようなことは
しないこと。安全にみんなが移動できるよう注意する
こと。大きくて重たいドアは開けておくこと。

・匂いに対するアレルギーや症状を持っている人がいる
ため、セントフリー（無臭・香水などをつけない）で
参加して欲しい。また、シャンプーやスキンクリーム
など、匂いが強いものの使用は控えてほしい。もしそ
うした製品を使用している場合は、「無臭ゾーン」に
は近づかないようにすること。

・喫煙は既定の場所にて行い、喫煙後は無臭ゾーンには
近づかないこと。

・自分の思い込みを疑うこと。目に見えない障害もある。
誰にでも、批判されたり尋ねられたりせずに設備を利
用する権利がある。

・大会中、アクセシビリティテーブルがあるので相談が
あれば利用すること。

・支援が必要な際、障害者の人たちの要求や話を聞くこ
と。しかし不必要にプライベートな質問などをしてプ
ライバシーや境界線、尊厳を脅かすようなことはして
はいけない。障害者の人は日常的に興味本位な視線で
見られ扱われている。知りたいことは自分で調べて本
人に聞くのは避けること。

・そうした学びを通じて、日ごろの健常者至上主義の中
で、障害者のアライになってほしい。

・アクセシビリティテーブルでは下記を提供している。
　プログラムの拡大版
　電動車いす、スクーター
　イベントの大きな表の掲示
　補聴機器
　むしめがね
　マジックハンド
　踏み台

・参加者はアクセシビリティテーブルで手話通訳と会い
分科会で利用することができる。

・障害者の人と交流したい場合、障害者用ホスピタリティ
ルームを訪れて下さい。

アクセシビリティについての
ガイドライン

　この大会および実行委員会は、すべての障害を持つ参加者を歓迎し、アクセスしやすいように尽力してい
ます。私たちのコミュニティがどのようにインクルーシブになれるか、誰もが参加しやすくするにはどうした
らいいかを学ぶ機会でもあります。障害を持つ人々に価値があり、尊重されるコミュニティを作るために、
下記のガイドラインを提案します。

アクセシビリティについての
ガイドライン


